
令和 7 年 12 月 24 日 

令和 7 年度 地域連携推進会議 議事録 

 

 

日 時 ： 令和 7 年 12 月 24 日（水） 10:00～10：50（地域連携推進会議） 

                           10：50～11：20（施設見学） 

                           11：20～11：45（ご意見、ご感想） 

 

開催場所 ： 沢谷荘作業棟 

 

出 席 者 ： 地域関係者   小西 真哉 様（広野地区ふれあい活動推進協議会会長） 

         行政担当者   梅垣 渉 様（三田市障害福祉課） 

         福祉知見者   浜田 明日香 様 

（三田市社会福祉協議会地域福祉係広野本庄地域福祉支援室） 

         保護者代表  小林 達治 様（沢谷荘後援会会長・入所者ご家族） 

         利用者代表  石亀 林 様（入所ご利用者） 

         沢 谷 荘  柴崎 博彦（施設長） 

藤田 和子（支援課課長代理） 

 

議   題 ： 1.法人の概要説明 

2.施設の概要説明 

        3.施設やサービスの透明性・質の確保について 

        4.施設と地域との連携について 

        5.利用者の権利擁護 

        6.施設訪問 

        7.ご意見、ご感想 

          

構成員からのご意見、ご感想 

⚫ 沢谷荘の位置関係から広野地区、学園地区に近いが地域連携はどうなっているか。特に

学園地区とのコミュニケーションは？ 

➡コロナ禍前は三田祥雲館高校や学園小学校と交流があったが現在は無くなっている。 

今後は社協やふれあい協、まち協にご協力を仰ぎながら再び交流ができればと考えて 

いる。 

⚫ 沢谷地区の協力は必須だと思うが、自治会との連携は？ 

➡新施設の建設の際は住民説明会を開き、完成後は内覧会を行った。以前は婦人会の 

方が毎年餅つきのお手伝いに来てくれていたが、高齢になってきて現在は来られて 

いない。自治会との関係を深めていきたい。 



⚫ ふれあい協やまち協、社協と連携し、子どもから大人まで沢谷荘を知ってもらえるような

イベントが開催できたら良い。 

⚫ 福祉施設は地域の人の心を豊かにするステーションだと思う。職員配置も大変だと思う

がもっと地域に出て行ってもらえたらうれしい。 

⚫ 事故や虐待は毎週、毎月全国どこかで起きている。支援者も忙しいと思うが、様々な研修

を受けていてよいと思う。 

⚫ 事故報告書やインシデントを書きやすいように工夫されている。小さいことも共有してい

て良いと思う。 

⚫ 地域に根差した施設だと感じた。 

⚫ 広野地区は施設も多く、障害のある方とふれあう機会も多いが、学園地区は施設がない

ので機会が少ない。学園地区の子どもが沢谷荘に来れる機会があればよいと思う。 

⚫ 関西学院大学はボランティア熱心な学生が多いので連携してみては。 

⚫ 以前の仕事でインシデントを書くように社員にいってもなかなかうまくいかなかった。書き

やすいように工夫していて良いと思う。 

⚫ 見学してみて施設設備の劣化を感じた。後援会でもフォローできるところはフォローして

いきたい。 

 

以上 


